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２
面
…
●
時
論
「
感
染
リ
ス
ク
に
正

当
な
評
価
を
」

　
　
　

●
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

と
あ
わ
せ
て
呼
び
か
け
を

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

　

厚
労
省
は
介
護
予
防
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
（
以
下

総
合
事
業
）
の
対
象
者
を
要

介
護
者
に
も
拡
大
し
来
年
度

か
ら
実
施
す
る
予
定
だ
▼
総

合
事
業
は
住
民
等
の
多
様
な

主
体
が
参
画
し
、
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
地
域
の

支
え
合
い
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
た
が
、

実
際
に
は
従
来
型
の
基
準
を

緩
和
し
た
低
価
格
の
サ
ー
ビ

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
目
的
は
達

成
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で

も
厚
労
省
は
地
域
と
の
つ
な

が
り
の
観
点
か
ら
、
総
合
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性
の

メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
、
今
回

要
支
援
者
が
要
介
護
認
定
を

受
け
た
場
合
、
要
介
護
者
で

あ
っ
て
も
総
合
事
業
に
留
め

置
き
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る

こ
と
を
可
能
と
し
た
▼
そ
も

そ
も
２
０
１
５
年
の
制
度
改

正
で
要
支
援
１
、
２
の
サ
ー

ビ
ス
を
予
防
給
付
か
ら
切
り

離
し
総
合
事
業
へ
移
行
し
た

こ
と
が
最
大
の
問
題
で
、
継

続
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は

元
に
戻
せ
ば
問
題
は
解
決
さ

れ
る
▼
社
会
保
障
費
の
抑
制

を
目
指
す
財
務
省
は
、
要
介

護
１
、
２
を
対
象
と
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
総
合
事
業
へ
移
管

す
る
よ
う
に
主
張
し
て
お
り
、

そ
の
背
景
に
は
要
支
援
者
、

軽
度
の
要
介
護
者
の
介
護
保

険
給
付
は
ず
し
が
目
論
ま
れ

て
い
る
。
総
合
事
業
の
拡
大

に
は
注
意
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。�

（
Ｙ
Ｉ
）

制
度
拡
大
は
時
期
尚
早

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

　
こ
れ
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
時
限
措

置
で
あ
り
対
面
診
療
を
補
完
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
10
月
９
日
、
田
村
厚

労
相
は
「
安
全
性
と
信
頼
性
を
基
礎
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
初
診
を
含
め
原
則
解

禁
す
る
」
と
発
表
し
た
。
真
に
遺
憾
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
元
々
、

辺
地
医
療
に
携
わ
る
医
師
が

専
門
医
の
助
言
を
受
け
る
遠

隔
診
療
と
し
て
想
定
さ
れ
て

き
た
。
本
来
は
地
勢
学
上
の

不
便
、
交
通
手
段
の
欠
如
あ

る
い
は
重
度
の
介
護
、
肢
体

不
自
由
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
特
殊
事
情
に
よ
る
通
院

困
難
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
非
対
面
診
察
は

限
り
な
く
無
診
察
治
療
に
等

し
い
。
用
い
方
如
何
で
医
療

施
策
の
目
玉
に
も
汚
点
に
も

化
け
う
る
の
で
あ
る
。

　

巷
に
喧
伝
さ
れ
る
ス
マ
ホ

で
ネ
ッ
ト
受
診
な
る
風
を
危

惧
す
る
。
診
察
と
は
医
師
の

持
つ
知
識
、
技
術
、
経
験
に

五
感
を
駆
使
し
て
な
せ
る
病

因
の
推
測
、
病
状
の
把
握
行

為
に
他
な
ら
な
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
使
え
る
手
段
は
不
十

分
な
視
診
と
問
診
の
み
で
あ

り
触
診
、
叩
打
診
、
聴
診
、

徒
手
テ
ス
ト
と
い
っ
た
必
須

手
技
が
使
え
な
い
。
診
察
の

質
が
劣
る
こ
と
は
必
至
で
あ

る
。
か
り
に
対
象
疾
患
を
限

定
し
て
も
、
そ
れ
は
愁
訴
を

医
療
過
誤

医
療
過
誤

縛
る
も
の
に
な
ら
な
い
。
腰

痛
の
訴
え
に
対
し
椎
間
板
破

裂
に
よ
る
激
痛
な
の
か
尿
路

結
石
に
伴
う
疝
痛
な
の
か
を

オ
ン
ラ
イ
ン
鑑
別
す
る
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
診
察
と
は

程
遠
い
も
の
と
な
ろ
う
。
そ

の
結
果
生
じ
る
医
療
過
誤
、

不
適
切
処
方
、
患
者
あ
る
い

は
医
師
の
な
り
す
ま
し
、
薬

の
誤
配
送
等
、
懸
念
山
積
す

る
。
こ
う
し
た
負
の
側
面
を

な
い
が
し
ろ
に
し
通
院
の
省

略
、
待
ち
時
間
の
解
消
と
い

っ
た
利
便
性
を
誇
張
し
簡
便

性
を
優
先
す
る
こ
と
は
現
行

さ
れ
な
い
。

　

個
人
情
報
は
こ
れ
ま
で
各

医
療
機
関
で
管
理
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
上
で
の
管
理
と
な
れ
ば

ア
ク
セ
ス
ロ
グ
の
監
視
、
ウ

イ
ル
ス
対
策
な
ど
の
高
度
な

情
報
管
理
が
必
要
と
な
り
、

個
々
の
医
療
機
関
で
は
対
応

不
可
で
あ
ろ
う
。
情
報
漏
洩

に
対
す
る
責
任
を
医
師
、
患

者
、
通
信
事
業
者
で
ど
の
よ

う
に
分
担
す
る
の
か
。
日
医

は
医
師
の
資
格
と
そ
の
確
認

に
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
（
医
師

資
格
証
）を
画
面
で
提
示
し
、

患
者
側
に
も
顔
写
真
付
き
の

証
明
書
、
例
え
ば
運
転
免
許

証
な
ど
を
画
面
提
示
す
る
方

法
を
提
言
し
て
い
る
が
、
煩

瑣
な
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
受

益
者
は
限
ら
れ
、
さ
り
と
て

真
正
性
確
認
が
不
備
と
な
れ

ば
重
複
受
診
に
よ
る
薬
剤
の

違
法
取
得
な
ど
を
招
き
か
ね

な
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
い
わ

ば
在
宅
で
の
診
療
と
な
る
が
、

受
診
時
間
や
受
診
区
域
あ
る

い
は
診
療
費
の
設
定
は
ど
う

な
る
の
か
。
現
行
の
低
料
金

設
定
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
へ

の
誘
導
バ
イ
ア
ス
と
な
り
、

医
師
が
必
要
と
す
る
対
面
診

療
を
拒
ん
だ
り
、
本
制
度
を

営
利
利
用
す
る
医
師
達
と
の

軋
轢
を
生
み
、
利
用
者
の
囲

い
込
み
が
起
こ
れ
ば
地
域
医

療
に
も
綻
び
を
も
た
ら
す
。

　

技
術
革
新
に
よ
り
個
人
の

健
康
情
報
が
一
括
管
理
さ
れ
、

病
歴
、
合
併
症
、
禁
忌
薬
な

情
報
秘
匿

情
報
秘
匿

診
療
費
設
定

診
療
費
設
定

展　
望

展　
望

ど
の
自
己
申
告
が
不
要
に
な

れ
ば
、
増
加
す
る
認
知
症
対

応
や
身
元
確
認
作
業
が
猥
雑

と
な
る
救
急
治
療
の
現
場
な

ど
で
相
応
の
恩
恵
を
も
た
ら

す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

れ
は
進
捗
に
合
わ
せ
る
べ
き

で
あ
る
。
電
子
カ
ル
テ
の
統

一
も
で
き
な
い
今
日
、
た
と

え
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
あ
っ

て
も
そ
の
質
を
損
ね
る
こ
と

は
医
療
水
準
の
均
霑
化
と
い

う
大
国
是
に
乖
戻
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
多
く
の
医
療
者

が
納
得
す
る
制
度
に
す
る
に

は
慎
重
が
上
に
も
慎
重
な
議

論
が
必
要
で
あ
る
。

の
対
面
診
療
に
対
す
る
正
当

な
評
価
を
貶
め
、
医
療
現
場

に
受
診
抑
制
と
混
乱
を
招
く

結
果
と
な
る
。

　

来
春
か
ら
受
診
時
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
が
開
始
さ
れ

る
が
、
申
請
す
る
医
療
機
関

に
は
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
、
専
用
端
末
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
が
求
め
ら
れ

る
。
政
府
は
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
を
無
償
提
供
し
シ
ス
テ
ム

整
備
に
係
る
初
期
費
用
を
補

助
す
る
と
い
う
が
、
デ
ジ
タ

ル
変
革
の
威
を
借
り
た
民
間

企
業
が
続
々
と
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
事
業
に
も
参
画
し
て
い

る
。
こ
の
費
用
負
担
の
議
論

を
曖
昧
に
し
、
そ
の
運
用
を

無
節
操
に
解
禁
す
る
な
ら�

ば
、
三
度
我
々
が
経
験
し
た

不
条
理
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

か
つ
て
過
分
な
出
費
を
強
要

さ
れ
た
電
子
カ
ル
テ
や
デ
ジ

タ
ル
画
像
の
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
サ
ポ
ー
ト
の
一
方
的

解
消
、
デ
ー
タ
交
換
や
更
新

時
の
高
額
負
担
、
機
種
変
更

に
伴
う
デ
ー
タ
互
換
性
の
反

故
な
ど
業
者
優
先
の
商
習
慣

が
い
ま
だ
に
放
置
さ
れ
て
い

る
。
あ
ま
つ
さ
え
脆
弱
な
医

療
資
源
が
営
利
企
業
の
餌
食

に
さ
れ
る
こ
と
は
断
じ
て
許

経
費
負
担

経
費
負
担

　

11
月
１
日
、保
団
連
は「
第

16
回
歯
科
全
国
交
流
集
会
」

を
初
め
て
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
し

た
。
全
国
の
協
会
・
医
会
か

ら
１
７
２
名
が
参
加
し
活
発

な
発
言
が
行
わ
れ
、
本
会
か

ら
は
三
浦
歯
科
部
長
ほ
か
５

名
が
参
加
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
森
元
主

税
保
団
連
副
会
長
が
「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
深
ま
っ

た
『
歯
科
医
療
の
危
機
』
の

打
開
の
た
め
に
」
と
題
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
窮
状
に
陥
っ
て

い
る
歯
科
医
療
機
関
の
経
営

を
守
り
、
従
来
か
ら
の
歯
科

医
療
を
め
ぐ
る
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
問
題
、金
パ
ラ「
逆

ザ
ヤ
」
解
消
の
た
め
の
制
度

改
善
、
歯
科
技
工
問
題
、
患

者
負
担
増
問
題
な
ど
の
解
決

が
求
め
ら
れ
る
と
提
起
し
た
。

　

ま
た
、
馬
場
淳
保
団
連
副

会
長
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
受

け
歯
科
医
療
提
供
を
維
持�

し
、
国
民
の
健
康
を
守
る
た

め
の
提
言
」が
報
告
さ
れ
た
。

　

フ
ロ
ア
討
論
で
は
、「
①
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る

歯
科
医
療
の
影
響
と
対
応
に

つ
い
て
②
診
療
報
酬
の
改
善

に
向
け
て
③
金
パ
ラ
『
逆
ザ

ヤ
』
問
題
の
解
消
に
向
け
て

④
歯
科
技
工
問
題
の
解
決
へ

向
け
て
」
の
テ
ー
マ
で
活
発

な
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
発
言
通
告
に
対
し
、

田
辺
隆
保
団
連
副
会
長
（
本

会
理
事
）
が
保
団
連
と
し
て

の
見
解
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
横
堀
育
子
保
団

連
理
事
が
決
議
案
を
提
案
し
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

初
の
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
で
活
発
議
論

第
16
回
歯
科
全
国
交
流
集
会

　

10
月
17
日
、
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
を
十
分
に
行
い
な
が�

ら
、YouTuber

の
よ
み
ぃ

氏
を
迎
え
て
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
を
札
幌
市
内
で
開
催
し

た
。
創
立
70
周
年
特
別
記
念

事
業
の
一
環
で
行
わ
れ
た
今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
道
内

各
地
よ
り
１
６
４
名
が
参
加

し
た
。

　

石
塚
文
化
厚
生
部
長
の
司

会
の
も
と
、
は
じ
め
に
主
催

者
を
代
表
し
加
藤
会
長
か
ら　

「
本
会
は
１
９
５
０
年
に
設

立
し
、
今
年
で
創
立
70
周
年

を
迎
え
る
。
道
民
の
健
康
を

守
り
保
険
証
で
良
い
医
療
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
、
コ
ロ
ナ
関
連
で
は

北
海
道
新
聞
に
意
見
広
告
を

掲
載
し
た
。
本
日
は
短
い
時

間
で
は
あ
る
が
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
ス
ト

リ
ー
ト
ピ
ア
ノin

札
幌
代
表

の
山
本
耕
平
氏
よ
り
、
ス
ト

リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
普
及
や
支

援
活
動
、
よ
み
ぃ
氏
の
活
動

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

よ
み
ぃ
氏
は
、
会
場
に
ド

ク
タ
ー
の
参
加
が
多
い
こ
と

か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
に

仮
装
し
て
サ
プ
ラ
イ
ズ
登

場
。
最
初
に
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ

ッ
ク
の
テ
ー
マ
曲「
月
光
花
」

を
披
露
し
た
。
そ
の
後
「
情

熱
大
陸
」
や
「
時
代
」
な
ど

の
名
曲
を
は
じ
め「
千
本
桜
」

な
ど
北
海
道
で
発
祥
し
た
ボ

ー
カ
ロ
イ
ド
の
人
気
曲
を
メ

ド
レ
ー
で
弾
い
た
。
途
中
、

会
場
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

も
応
え
「
鬼
滅
の
刃
」
な
ど

の
大
人
気
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ

の
主
題
歌
を
即
興
で
演
奏�

し
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
「
残

酷
な
天
使
の
テ
ー
ゼ
」
を
披

露
し
た
。
最
後
に
菱
川
理
事

よ
り
、
蝶
好
き
な
よ
み
ぃ
氏

に
記
念
品
（
蝶
の
標
本
）
を

贈
呈
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
く
れ
て

癒
さ
れ
、本
当
に
良
か
っ
た
」

「
い
つ
も
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

聞
い
て
い
た
曲
を
生
で
聴
け

て
鳥
肌
が
立
っ
た
。
と
て
も

感
動
し
た
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、大
変
好
評
だ
っ
た
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

当
日
の
様
子
が
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
よ
り
ア

ク
セ
ス
し
て

ご
覧
下
さ
い
。

創立70周年特別記念事業

よみぃ ピアノコンサート
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今
年
６
月
、
消
化
器
系

学
術
誌
（
※
）
に
軽
症
の

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

−

19
患
者
２

０
６
例
の
消
化
器
症
状
を

解
析
し
た
論
文
が
掲
載
さ

れ
た
。
消
化
器
症
状
を
訴

え
た
症
例
は
全
体
の
56
・

８
％
と
半
数
以
上
を
占
め
、

初
発
症
状
は
下
痢
が
最
も

多
く
19
・
４
％
で
あ
っ
た
。

　

発
熱
が
な
く
て
も
「
誘

引
が
な
く
４
〜
５
日
続
く

下
痢
等
の
消
化
器
症
状
」

は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

−

19
の
症

状
の
一
つ
で
あ
る
。
従
っ

て
、
発
熱
の
有
無
の
み
で

感
染
者
を
第
一
の
ふ
る
い

に
掛
け
る
の
は
非
常
に
危

険
で
あ
り
、
関
連
検
査
を

行
え
な
い
多
く
の
医
療
機

関
で
は
、
多
彩
な
並
存
症

状
で
来
院
す
る
感
染
者
を

除
外
診
断
で
き
ず
に
診
察

す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
消
化
器
科
で

は
、
上
部
内
視
鏡
施
行
時

に
患
者
の
咳
嗽
・
嘔
気
を

誘
発
す
る
危
険
が
多
く
、

特
に
密
閉
さ
れ
た
空
間
で

高
濃
度
の
汚
染
さ
れ
た
エ

ア
ロ
ゾ
ル
に
一
定
時
間
暴

露
を
し
た
場
合
、
我
々
医

療
従
事
者
へ
エ
ア
ロ
ゾ
ル

に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
伝
播
が

高
頻
度
に
起
こ
り
う
る
。

ま
た
、
糞
便
か
ら
の
ウ
イ

ル
ス
排
出
の
可
能
性
も
高

く
、
下
部
内
視
鏡
検
査
に

お
け
る
潜
在
的
感
染
リ
ス

ク
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
月
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
に
備
え
る
た
め
に
、
発

熱
患
者
に
対
し
こ
れ
ま
で

保
健
所
が
担
っ
て
き
た
役

割
を
、
か
か
り
つ
け
医
も

担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
政

府
は
、
重
症
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ

−

19
患
者
を
受
け
入
れ

る
病
院
に
対
し
て
、
一
部

の
入
院
料
を
通
常
の
３
倍

と
な
る
点
数
で
算
定
す
る

こ
と
を
臨
時
的
に
認
め
て

い
る
。
一
方
で
一
般
の
診

療
所
が
活
用
で
き
る
臨
時

的
措
置
は
医
科
点
数
の

「
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施

料
」（
３
０
０
点
）
の
み
で

あ
り
、
他
の
感
染
リ
ス
ク

に
見
合
う
措
置
が
な
さ
れ

て
い
る
と
は
到
底
言
え
な

い
。

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障

費
抑
制
策
と
、
今
回
の
感

染
拡
大
に
よ
り
多
く
の
医

療
機
関
が
打
撃
を
受
け
て

い
る
。
地
域
医
療
は
、
病

院
・
一
般
診
療
所
の
連
携
、

役
割
分
担
で
成
立
し
、
個

別
の
医
療
機
関
が
立
ち
行

か
な
く
な
れ
ば
医
療
提
供

に
影
響
が
及
ぶ
。

　

地
域
医
療
の
第
一
線
を

担
う
我
々
医
療
従
事
者�

に
、
し
か
る
べ
き
保
険
点

数
の
評
価
引
き
上
げ
や
十

分
な
経
済
的
な
補
助
が
急

務
で
あ
る
。

〈
※Am J Gastroenterol 

2020 Jun, 115 (6
): 

916-923

〉

感
染
リ
ス
ク
に

　
　
　
正
当
な
評
価
を

⃝満79歳まで
⃝会員、会員の家族
⃝会員が代表者（理事長）である医療法人が雇用する職員

加入
条件

【保険の特長】
⃝�ケガや病気により働けない期間、平均月間所得額の範囲内で個人の収入を補
償します。

⃝�保険料のお支払いに「医療法人口座」を指定される場合は、保険料が損金扱
いになります。その場合は医療法人の役職員全員にご加入いただきます。
　　※本会会員が医療法人の代表者（理事長）であることが条件です。

⃝無事故戻し返れい金はありませんので、その分掛金がお安くなっています。
⃝保険料には団体割引15％が適用されます。

団体所得補償保険

資料請求・お問い合わせ先

一般社団法人 北海道保険医会　TEL 011-231-6281

【加入例】　医療法人　歯科医院の場合
職　　業 年齢 補償期間 保険金額 月額保険料

歯 科 医 師（理事長） 50歳 １年 100万円 24,900円
歯 科 医 師 40歳 １年   50万円   9,550円
歯科衛生士 40歳 １年   20万円   4,400円
歯科衛生士 20歳 １年   15万円   1,710円
歯 科 助 手 30歳 １年   10万円   1,290円

合　　計 41,850円

新 登 場

　

菅
新
政
権
は
、
こ
れ
ま
で

の
政
府
方
針
を
踏
襲
し
、
75

歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
を
１
割
か
ら
２
割

に
引
き
上
げ
、
紹
介
状
な
し

で
大
病
院
に
受
診
す
る
患
者

の
負
担
引
き
上
げ
や
対
象
医

療
機
関
の
拡
大
な
ど
法
案
提

出
に
向
け
、
議
論
を
活
発
化

さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、本
会
で
は
、

10
月
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
用
紙
で
「
み
ん
な
で
ス
ト

ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
を
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
回
は
「
ク
イ
ズ
で
考
え

る
私
た
ち
の
医
療
２
０
２
０
」

チ
ラ
シ
（
ク
イ
ズ
は
が
き
）

も
同
時
に
使
用
し
取
り
組
み

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
暮
ら
し
も
医
療
も

大
変
な
と
き
に
、
医
療
の
負

担
増
計
画
が
あ
る
こ
と
を
国

民
に
知
ら
せ
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
ク
イ
ズ
に
答
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
医
療
制
度
へ

の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
経
済
的
に

厳
し
い
状
況
の
患
者
さ
ん
が

増
え
て
い
る
中
、
さ
ら
な
る

負
担
増
は
止
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
会
員
、
医
療
機

関
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
さ
ら

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

■�

ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
し
て
も

高
齢
者
の
行
き
先
が
な
い

の
が
現
状
。
環
境
を
整
え

て
か
ら
、
ベ
ッ
ド
数
減
少

が
望
ま
し
い
と
思
い
ま

す
。（
看
護
師
・
44
歳
）

■�

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
収

束
す
る
よ
う
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
ド

サ
ク
サ
に
紛
れ
て
す
べ
て

コ
ロ
ナ
の
せ
い
に
し
つ
つ

自
分
た
ち
の
責
任
逃
れ
と

予
算
ぶ
ん
ど
り
は
許
せ
ま

せ
ん
。（
医
師
・
68
歳
）

■�

日
本
の
人
口
が
高
齢
化
し

て
い
く
中
、
ベ
ッ
ド
数
を

減
ら
し
た
り
医
療
費
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
年
を
取
っ
て
い
く

者
に
と
っ
て
将
来
は
不
安

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
他
に

財
源
を
確
保
で
き
る
と
こ

ろ
は
沢
山
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
暮
ら
し

や
す
い
世
の
中
に
し
て
欲

し
い
で
す
ね
。（
会
社
員
・

45
歳
）

■�

国
の
医
療
費
が
大
変
な
の

は
分
か
る
が
、
高
齢
の
方

で
１
割
か
ら
２
割
に
な
る

の
は
と
て
も
厳
し
い
と
思

う
。
増
税
、
医
療
費
ア
ッ

プ
な
ど
、
払
う
の
ば
か
り

増
え
て
い
る
。
収
入
が
増

え
な
い
の
に
大
変
に
な
っ

て
い
く
。（
主
婦
・
41
歳
）

■�

75
歳
以
上
の
２
割
負
担
は

反
対
で
す
。年
金
だ
っ
て
少

な
い
の
に
２
割
負
担
に
な

っ
た
ら
生
活
で
き
な
く
な

り
ま
す
。（
会
社
員
・
44
歳
）

■�

経
済
的
理
由
で
医
療
受
診

を
た
め
ら
う
人
が
切
な
す

ぎ
る
。
保
険
で
ま
か
な
え

る
も
の
を
増
や
し
、
困
っ

て
い
る
人
が
よ
り
良
い
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
欲
し
い
。
75
歳
以
上

の
医
療
費
負
担
を
２
割
に

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ひ
と

月
の
支
払
い
額
の
上
限
を

き
め
て
あ
げ
て
欲
し
い
。

（
会
社
員
・
42
歳
）

■�

ベ
ッ
ド
の
数
は
減
ら
す
こ

と
も
や
む
な
し
だ
が
地
域

の
特
性
を
考
え
る
べ
き
。

医
療
機
関
が
少
な
い
人
口

密
度
の
低
い
北
海
道
な
ど

で
そ
の
ま
ま
減
ら
す
と
地

域
医
療
が
成
立
し
な
い
。

（
自
営
業
・
57
歳
）

■�

自
分
た
ち
の
将
来
は
ど
う

な
る
の
か
。
な
る
べ
く
自

分
だ
け
で
は
な
く
自
分
の

家
族
や
自
分
の
周
り
に
い

る
人
全
員
が
長
生
き
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
の
に
、

国
の
動
き
が
違
う
と
い
う

こ
と
に
驚
き
が
あ
り
ま
し

た
。（
会
社
員
・
31
歳
）

■�

介
護
保
険
、
道
市
民
税
、

住
民
税
、
消
費
税
、
物
価

等
々
全
般
的
に
値
上
げ
が

続
く
中
、
せ
め
て
75
歳
以

上
の
医
療
費
負
担
を
現
在

の
１
割
を
続
け
て
欲
し
い

で
す
。（
無
職
・
78
歳
）

■�

弱
い
人
に
優
し
い
国
に
な

っ
て
欲
し
い
。（
学
生
・
15

歳
）

■�

人
間
が
長
生
き
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
で
て
く
る
。
だ
ん
だ

ん
住
み
づ
ら
い
世
の
中
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
政
府

が
し
っ
か
り
し
て
欲
し
い

で
す
ね
。（
主
婦
・
67
歳
）

■�

失
業
者
の
増
、
外
出
控
え

（
コ
ロ
ナ
）。
年
金
の
減
額

な
ど
で
将
来
が
不
安
。
さ

ら
に
病
院
へ
も
行
け
な
く

な
る
か
。（
無
職
・
80
歳
）

景品付きクイズチラシとあわせて患者さんに呼びかけを景品付きクイズチラシとあわせて患者さんに呼びかけを

みんなでストップ！負担増署名にご協力くださいみんなでストップ！負担増署名にご協力ください

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医
療
２
０
２
０
」
ク
イ
ズ
は
が
き
で
、

多
く
の
方
々
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

追
加
注
文
受
付
中

追
加
注
文
受
付
中
!!!!

患
者
署
名
は
、
12
月
ま
で
。
ク
イ
ズ
は
が
き
は
、
来
年
３
月
８
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

取
り
組
み
ま
す
。

署
名
用
紙
・
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の
追
加
ご
注
文
は
す
べ
て
無
料
で
承
っ
て
い
ま
す
。

署
名
用
紙
・
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
を
ご
希
望
の
方
は
…

　

保
険
医
会
事
務
局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
１
１

−

２
３
１

−

６
２
８
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
１

−

２
３
１

−

６
２
８
３
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「みんなでストップ！負担増」署名用紙（右）とクイズはがき
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回
診
し
て
い
る
と
、
西
側

の
窓
か
ら
、
頂
上
に
鉄
塔
の

並
ん
だ
山
が
視
界
に
入
る
。

夏
場
は
全
く
と
き
め
か
な
い

の
だ
が
、
晩
秋
を
迎
え
る
と

急
に
気
も
そ
ぞ
ろ
に
な
る
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
髭
の
よ

う
に
斜
面
が
白
く
浮
か
び
上

が
る
と
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
し

て
は
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら

れ
な
い
。
定
点
観
測
と
称
し

て
毎
日
写
真
を
撮
影
し
て
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
載
せ
、
オ
ー
プ
ン

を
待
ち
わ
び
る
。
初
滑
り
が

済
ん
で
落
ち
着
く
の
も
束
の

間
で
、
毎
夕
、
橙
色
の
明
か

り
に
手
招
き
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
錯
覚
に
陥
る
。
気
温
の

上
昇
と
と
も
に
麓
か
ら
赤
茶

け
た
地
肌
が
広
が
る
と
、
あ

と
何
回
行
け
る
だ
ろ
う
、
と

名
残
惜
し
く
な
る
。
毎
年
お

決
ま
り
の
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。

　

手
稲
山
と
の
付
き
合
い
は

40
年
近
く
に
な
る
。
小
学
３

年
生
の
冬
休
み
に
、
厳
寒
の

標
高
１
０
２
３
メ
ー
ト
ル
を

初
め
て
体
験
し
た
。
冬
季
五

輪
が
開
催
さ
れ
て
10
年
あ
ま

り
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
山

頂
へ
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
も

ち
ろ
ん
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
や
ボ
ブ
ス
レ
ー
競
技
場

も
現
役
だ
っ
た
。快
晴
の
朝
、

眼
下
の
街
は
思
わ
ず
息
を
飲

む
ほ
ど
白
く
輝
い
て
い
た
。

中
学
生
以
降
は
ホ
ー
ム
ゲ
レ

ン
デ
と
な
り
、
体
育
の
授
業

で
も
足
を
運
ん
だ
。
大
学
時

代
に
１
級
よ
り
上
位
の
資
格

で
あ
る
テ
ク
ニ
カ
ル
プ
ラ
イ

ズ
を
受
験
し
、
得
意
な
は
ず

の
パ
ラ
レ
ル
・
タ
ー
ン
で
派

手
に
転
倒
し
た
の
は
一
生
の

不
覚
で
あ
る
。
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
ス
キ

ー
そ
の
も
の
か
ら
遠
ざ
か
っ

た
が
、
最
近
で
は
小
学
５
年

生
の
長
男
と
競
い
合
い
な
が

ら
再
び
技
術
の
向
上
を
目
指

し
て
い
る
。

　

ニ
セ
コ
、
サ
ホ
ロ
、
ル
ス

ツ
、
キ
ロ
ロ
な
ど
、
北
海
道

に
は
大
規
模
な
ス
ノ
ー
リ
ゾ

ー
ト
が
数
多
く
あ
る
が
、
日

帰
り
は
容
易
で
な
い
。
手
稲

山
は
雪
が
豊
富
で
長
い
コ
ー

ス
が
あ
り
、
景
色
も
良
い
。

何
よ
り
札
幌
市
内
か
ら
片
道

30
分
余
り
で
行
き
来
で
き
、

休
日
で
も
呼
び
出
さ
れ
る
こ

と
の
あ
る
私
に
は
最
適
だ
。

　

土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日

の
午
前
、仕
事
終
わ
り
の
夜
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
頻
繁
に
通
う

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
こ
れ

ま
で
慌
た
だ
し
く
滑
る
ば
か

り
で
あ
っ
た
が
、
た
ま
に
一

息
つ
く
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

昭
和
か
ら
令
和
に
か
け
て
発

展
し
た
道
都
を
俯
瞰
し
て
、

冬
か
ら
春
へ
の
移
ろ
い
を
定

点
観
測
し
て
み
よ
う
。

　　

ま
ず
初
め
に
、
現
在
も
続

く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
医

療
に
従
事
さ
れ
て
い
る
全
て

の
皆
様
に
、
心
よ
り
敬
意
を

表
し
ま
す
と
共
に
、
ご
自
愛

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
、
訪
問
歯
科
診
療
と

い
う
新
し
い
分
野
に
足
を
踏

み
入
れ
て
か
ら
、
は
や
７
年

が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま

す
。同
業
仲
間
に
誘
わ
れ
て
、

好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
や
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
診
療
室
に
装
備
さ
れ

て
い
る
ほ
ぼ
全
て
の
器
具
・

材
料
を
、
愛
車
に
積
み
込
ん

で
、走
り
始
め
た
の
で
す
が
、

予
備
知
識
を
持
た
な
か
っ
た

私
に
と
っ
て
、
見
る
も
の
聞

く
も
の
全
て
が
初
体
験
で
、

衝
撃
で
、
現
在
も
な
お
苦
悩

の
連
続
で
す
。

　

外
来
で
は
、
全
員
が
セ
ル

フ
ケ
ア
の
可
能
な
患
者
様
な

の
で
、
常
識
を
逸
脱
し
た
よ

う
な
清
掃
不
良
の
口
腔
内
に

お
目
に
か
か
る
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
訪

問
先
の
患
者
様
の
口
腔
内
か

ら
は
、
時
と
し
て
、
飯
寿
司

と
見
間
違
え
る
よ
う
な
義
歯

が
出
て
き
た
り
、
寒
天
培
地

で
培
養
し
た
細
菌
が
形
成
す

る
コ
ロ
ニ
ー
の
花
が
、
義
歯

粘
膜
面
に
広
が
っ
て
い
た
り

と
、
治
療
の
前
に
、
困
難
な

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
行
か
な

け
れ
ば
、
到
底
、
治
療
に
は

た
ど
り
着
け
な
い
状
態
が
い

か
に
多
い
か
と
い
う
現
実
に

遭
遇
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

頼
り
に
な
る
相
棒
が
、
歯
科

衛
生
士
で
、
彼
女
達
の
口
腔

ケ
ア
が
あ
っ
て
こ
そ
、
歯
科

医
師
の
本
分
が
全
う
で
き
、

患
者
様
も
救
わ
れ
る
の
で
す

が
、
そ
の
口
腔
ケ
ア
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
、
い
か
に
少

な
い
事
か
。
現
在
に
至
る
ま

で
、
そ
の
状
況
に
は
変
わ
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
口
腔
内
状
況

が
形
成
さ
れ
る
背
景
に
は
、

身
体
・
認
知
機
能
の
低
下
、

基
礎
疾
患
の
増
悪
や
そ
の
事

に
よ
る
多
剤
服
用
、
周
囲
の

方
々
の
口
腔
内
へ
の
無
理
解

等
、
様
々
な
要
因
が
絡
み
合

う
結
果
で
、歯
科
医
と
し
て
、

そ
ん
な
状
況
と
対
峙
す
る
時
、

自
分
自
身
の
薄
学
浅
識
と
も

対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
札
幌
歯

科
医
師
会
口
腔
医
療
セ
ン
タ

ー
の
、
摂
食
嚥
下
外
来
に
お

け
る
講
習
会
や
関
連
学
会
に

所
属
さ
せ
て
頂
き
、
様
々
な

専
門
医
の
ご
教
授
を
受
け
、

日
々
、
冷
や
汗
や
脂
汗
を
か

き
な
が
ら
、
た
だ
今
修
業
中

で
す
。

定
点
観
測

定
点
観
測

札
幌
支
部　
篠
路
は
ま
な
す
ク
リ
ニ
ッ
ク

工
藤　
岳
秋

訪
問
歯
科
医
、

訪
問
歯
科
医
、��

��

只
今
修
業
中

只
今
修
業
中

札
幌
支
部　
ク
リ
ア
ー
歯
科　
　
　

富
樫　
直
美

お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。  Tel  011- 231- 6281

＊ 2019年度は6名の方に保険金をお支払いしました

・死　　亡５名…会員５名（60歳代５名）
・高度障害１名…会員１名（70歳代）

対象者　グループ保険ご加入者
　　　  （2020年 9 月30日時点）
対象期間　2019年10月 1 日～2020年 9 月30日
送金予定日　2020年12月10日
� （着金までに2、3日かかる場合があります）

「配当案内」「控除証明書」「加入者カード」は、
封書で11月最終週に発送予定です。

２０１９年度配当率 １７.７３１７.７３％％

グループ保険 配当金還付のお知らせ

���9年度のグループ保険配当金を下記要領で保険
料振替口座に送金致しますのでご確認ください。

⃝申し込み資格は65歳6か月までの方
⃝最長75歳まで保障

法人加入は原則全額損金算入できます

● 剰余金が生じた場合には配当金としてお支払いします！

月額保険料［例：会員本人 男性の場合］
保険 
年齢 1,000万円 3,000万円 5,000万円 6,000万円

30歳 950円 2,850円 4,750円 5,700円

40歳 1,210円 3,630円 6,050円 7,260円

50歳 2,350円 7,050円 11,750円 14,100円

死亡時・高度障害時にお支払いする保険
グループ保険受付中グループ保険受付中

※�その他、500万円、1,500万円、2,000万円、4,000万円の
保障金額もございます

法人加入も法人加入も
できますできます

（ ）

【医療従事者への慰労金】

慰労金の内容
・�新型コロナウイルス感染症に対する医療提供に関し、都道府県から
役割を設定された医療機関等に勤務し患者と接する医療従事者や職
員に対し、慰労金として最大20万円を給付します。
・�その他病院、診療所等に勤務し患者と接する医療従事者や職員にも、
慰労金として５万円を給付します。
※・�医療従事者や職員には、医療機関等に直接雇用される職員のほか、

派遣労働者、業務委託受託者の従事者を含みます。
　・�北海道における新型コロナウイルス感染患者１例目発生日である

令和２年１月28日から６月30日までの間に10日以上勤務した者
が対象となります。

　・�一日当たりの勤務時間は問いませんが、年次有給休暇や育休等、
実質勤務していない場合は、勤務日として算入しません。

　・複数の事業所で勤務した場合は合算して計算します。
　・�保険医療機関でない病院や診療所、指定訪問看護事業者でない訪

問看護ステーションは対象外です。

もう手続きはおすみですか？

新型コロナウイルス感染症
「慰労金・支援金」の申請について

【感染拡大防止等支援事業】

支援事業の内容
　新型コロナ感染症の院内等での感染拡大を防ぐための取組を行う病
院・診療所・薬局・訪問看護ステーション・助産所に対して、感染拡
大防止対策や診療体制確保などに要する費用を補助します。
・病院（医科、歯科）200万円＋５万円×病床数
・有床診療所（医科、歯科）200万円
・無床診療所（医科、歯科）100万円

補助の対象機関
・�新型コロナ感染症の院内等での感染拡大を防ぐための取組（※）を
行う病院・診療所　等
※　取組の例（例示であり、これに限られるものではありません）
　①共通して触れる部分の定期的・頻回な清拭・消毒などの環境整
備②予約診療の拡大、整理券の配布等を行い、患者に適切な受診の
仕方を周知③発熱等の症状を有する新型コロナ疑いの患者とその他
の患者が混在しないよう、動線の確保やレイアウト変更、診療順の
工夫など④電話等情報通信機器を用いた診療体制等の確保⑤感染防
止のための個人防護具等の確保⑥医療従事者の感染拡大防止対策（研
修、健康管理等）

補助の対象経費
・感染拡大防止対策に要する費用
・�院内等での感染拡大を防ぎながら地域で求められる医療を提供する
ための診療体制確保等に要する費用（｢従前から勤務している者及び
通常の医療の提供を行う者に係る人件費｣ は対象外）
※　経費の例（例示であり、これに限られるものではありません）
清掃委託、洗濯委託、検査委託、寝具リース、感染性廃棄物処理、
個人防護具の購入　等

申請期間
　毎月15日～月末（※最終申請期間　令和３年２月末日まで）

送付先（共通）
　北海道国民健康保険団体連合会 審査部審査管理課管理係
　〒060-0062 札幌市中央区南２条西14丁目 国保会館

お問合せ先
■北海道国民健康保険連合会（関連サイト－URL）
　https://www.hokkaido-kokuhoren.or.jp/�
� hotnews/category/124.html
� QRコード→

■「慰労金」「補助金」の保団連特設サイト
　https://hodanren.doc-net.or.jp/�
� iryoukankei/cvd_spt/list/
� QRコード→
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新
し
い
生
活
様
式
？

理
事
会
だ
よ
り

■
第
７
回
理
事
会

日
時　

10
月
27
日（
火
）

場
所　

本
会
会
議
室

協
議
事
項

①�
11
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

「
創
立
70
周
年
記
念
ノ
ベ

ル
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
の
購
入

に
つ
い
て

③�

事
務
職
員
の
採
用
に
つ
い

て
④
そ
の
他

花
田　

慶
男
先
生

10
月
１
日
ご
逝
去（
92
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

〈
10
月
〉

17
日　

文
化
講
演
会

27
日　

理
事
会

保
険
医
会
の
動
き

　

み
な
さ
ま
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
自
粛
生
活
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

　

今
年
は
地
方
に
出
張
に
行

く
た
び
に
、
特
に
キ
ャ
ン
プ

場
が
活
気
に
あ
ふ
れ
か
え
っ

て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
が
３
密
と
な
ら
な

い
の
か
は
別
に
し
て
お
き
ま

す
。
そ
の
一
角
に
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、

到
着
時
に
は
す
で
に
テ
ン�

ト
、
タ
ー
プ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
セ
ッ
ト
、
な
ど
が
用
意
さ

れ
、テ
ン
ト
内
に
は
ベ
ッ
ド
、

冷
蔵
庫
、
入
浴
道
具
（
温
泉

併
設
）
な
ど
が
完
備
さ
れ
て

お
り
、
夕
食
時
に
は
食
材
も

運
ん
で
い
た
だ
け
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
湖
で
釣
り
を
す

る
の
も
よ
し
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
す
る
の
も
よ
し
、
ス
ワ
ン

ボ
ー
ト
に
の
る
の
も
よ
し
と

言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。�

い
つ
も
用
意
を
す
る
男
ど
も

と
し
て
は
有
り
難
い
限
り
で

す
。
と
こ
ろ
で
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
と
は
「
グ
ラ
マ
ラ
ス
」
と

「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
」を
合
わ
せ

た
造
語
と
の
こ
と
で
す
。
現

在
は
贅
沢
に
キ
ャ
ン
プ
を
楽

し
む
新
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
歴
史
は
19
世
紀
初
頭

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
貴
族
た
ち
は
植
民
地

に
統
治
者
と
し
て
赴
任
す
る

際
に
、
大
型
ト
ラ
ン
ク
に
自

ら
の
生
活
用
品
、
洋
服
な
ど

を
一
式
梱
包
し
、
大
型
船
に

積
み
込
ん
で
出
か
け
た
と
の

こ
と
で
す
。
赴
任
地
に
総
督

府
等
を
建
て
る
ま
で
は
、
テ

ン
ト
で
生
活
す
る
と
し
て�

も
、
そ
こ
は
限
り
な
く
快
適

さ
を
求
め
た
よ
う
で
す
。
そ

の
流
れ
で
現
代
の
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
と
は
「
自
然
の
中
に
都

会
の
快
適
空
間
を
い
か
に
持

ち
込
む
か
？
」
と
い
っ
た
テ

ー
マ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
今
年
は「
ベ
ラ
ン
ダ
」

で
「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
」
と
い

っ
た
ベ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
い
う

造
語
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
ベ

ラ
ン
ダ
に
普
段
使
わ
な
い
ロ

ー
チ
ェ
ア
、
テ
ー
ブ
ル
を
わ

ざ
わ
ざ
用
意
し
て
、
い
つ
も

よ
り
凝
っ
た
食
事
、
買
い
出

し
に
行
っ
た
お
酒
な
ど
を
飲

み
な
が
ら
、
い
つ
も
の
風
景

を
眺
め
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。
当
然
、
そ
の

後
は
自
分
た
ち
男
ど
も
の
片

付
け
が
待
っ
て
い
ま
す
。
○

○
○
ピ
ン
グ
の
よ
う
に
な
ん

で
も
く
っ
つ
け
れ
ば
い
い
わ

け
で
は
無
い
と
思
う
の
は
、

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

�

（
髙
橋
）

×

保険適用によるPCR等検査の流れ （唾液の場合） 自己負担３割

②
相談センター

①
　発熱患者　

③
診療・検査
医療機関

②
かかりつけ医
等の地域の
医療機関

④　　　　　　　
医療機関と契約した

検査会社

⑤ 実施機関

⑥ 審査・支払機関

⑦ 保険者電話
相談

電話
相談

PCR等検査の一部負担なし

紹介

紹介

PCR等検査実施の委託契約
（自院で検査をする場合）

PCR等検査の
患者一部負担相当

請求

支払

支
払

支
払

請
求

請
求

支
払

請
求

検
査
依
頼

検
査
結
果

診療・検査が
できない場合

PCR
等検査
可能な
場合

PCR
等検査
PCR
等検査

※1 PCR等検査以外の診察の
　　一部負担はあり

※1 窓口一部負担金

検査に係る診療報酬（全額）

保険請求分

公費請求分札幌市
小樽市
函館市
旭川市
北海道（上記の市を除く）

支払基金
国保連合会

保険料または公費

初診料　　　　　　　　288点
院内トリアージ実施料　300点

初診料　　　　　　　　288点
院内トリアージ実施料　300点

初診料　　　　　288点
院内トリアージ
　　　　実施料　300点

PCR検査　　　　　　 1800点（公費）
微生物学的検査判断料 150点（公費）

PCR検査　　　　　　 1800点

微生物学的検査判断料 150点

PCR検査　　　 1800点
微生物学的検査
　　　　判断料 150点

PCR等検査に係る部分のみ図示

※「陽性」だった場合、感染症法により
　「発生届」にて報告する

12月12日（土）
14時30分～16時30分

ZoomによるWeb開催

花山 弘 氏（京都府保険医協会 事務局長）

医師、看護部門管理者、 
事務職員、その他医療従事者

同封のちらしを使用してFAXで 
お申込みください（完全事前申込制）（完全事前申込制）

日時

場所

講師

対象

申込

　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、2020
（令和２）年度の適時調査は、緊急を要する場合を除
き中止となりました。しかし施設基準を届出ている以
上、その管理が引き続き求められていることに違いは
ありません。そこで、前年度までの適時調査の傾向、
再開された場合に用いられる新しい適時調査実施要領
等を参照しながら、適時調査対策、施設基準管理のポ
イントについて解説させていただく予定です。また
20年度改定を経ての留意点やコロナ禍における施設
基準の特例等についても、可能な限り触れていきます。
この機会にぜひご参加ください。

適時調査中止!? それでも注意しておきたい施設基準管理のポイント
施設基準管理者必聴 !!  お早目にお申込を !

PCR等検査の流れ

　11月から、新型コロナウイルスと季節性インフルエンザとの同時流行に備えて、発熱患者への対応が一部変更となっており
ます。対応体制の概略を下記に掲載いたしますので、ご確認ください。


